
子ども家庭課 

 

 議案第１３号 

    港区児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の 

一部を改正する条例について 

 

  児童福祉法（昭和２３年法律第１６４号）及び社会福祉士及び介護福祉士法（昭和

６２年法律第３０号）の一部改正に伴い、港区児童福祉施設の設備及び運営に関す

る基準を定める条例（以下「条例」といいます。）の一部を改正します。 

 

 

１ 改正理由 

  民法の一部を改正する法律の施行による児童福祉法の一部改正により、２０歳未

満の者への保護を継続するための関係規定が整備されたことを踏まえ、条例の一部

を改正します。 

  また、社会福祉士及び介護福祉士法の一部が改正され、引用している条項番号が

変更されたことを踏まえ、条例の一部を改正します。 

 

 

２ 改正内容 

（１）児童以外の満２０歳に満たない者は成人となるため、条例で引用している児童

福祉法の用語である「児童等」を「児童」に改正します。 

（２）条例で引用している社会福祉士及び介護福祉士法の条項番号を整備します。 

 

 

３ 施行期日 

  令和４年４月１日 
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